
 

 

 

 

     ～自分の幸せと仲間の幸せ～ 
校長 名取 秀康 

令和７年がスタートしました。私の今年一年の願いを漢字一文字に表すと「笑」です。稲付中の生徒、保護

者、地域の皆様、そして、教職員が笑顔溢れる生活を送ってほしいと心から願っています。 

 今回の学校だよりでは、昨年 12月 25日の全校集会で教職員を代表して私たちの思い（願い）をお話しした

内容を紹介します。 

＜＜１月の主な予定＞＞ 

14 火 校内書き初め展（24日まで） 25 土 北区連合展覧会（27日まで） 

15 水 私立高校推薦入試 北区教育研究会 26 日 都立高校推薦入試（１日目） 

18 土 学習展示会、PTA実行委員会 27 月 都立高校推薦入試（２日目） 

20 月 書き初め席書会（十条富士見中） 29 水 学校ファミリーの日 

24 金 １年マナー教室 31 金 1･2年領域診断テスト、漢字検定、都立高校推薦発表 

 
成長への環 つながりの和 地域との輪 

稲付中学校だより～自律と自立～ 
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おはようございます。唐突ですが、皆さんは自分のことが好きですか？なぜ、こんなことを聞くかという

と今日は皆さんに自分が好きになってほしい、友だちを大事に思ってほしいという「先生たちの思い（願

い）」を校長先生からお話ししたいからです。上手に話せないかもしれませんが一生懸命話しますので皆さ

んも先生の気持ちを汲んで真剣に聴いてください。先生は自分を大切にしている人、好きだという人は自分

に自信があり、何事にも前向き（ポジティブ）に取り組んでいる人が多いように感じています。学習を含め

人生の基礎・基本を学んでいる皆さんには常に「私なら、僕ならできそう。面白そうだからやってみよ

う。」という思いで取り組んでほしいと願っています。でも、不思議なものです。自分の良いところばかり

を見ていればいいものをどうしても自分のできないこと、未熟なところ、不十分な所にばかりに気持ちがい

ってしまうことってありませんか。そして、「でも、だって、どうせ」とネガティブな考え方になってしま

う…先生も多少心当たりがあります。 

 では、どうすれば良いでしょうか。先生たちは、友だちや仲間等、周りの人からの前向きな（ポジティブ

な）声かけが大切なんだと思います。「へーそんなことできるんだあ、すごいね。」（賞賛、リスペクト）、

「今の言葉に救われたよ、ありがとう」（感謝）、「そうだよねー、わかるなあ」（共感）、こんな言葉が友だ

ちや仲間の間で増えたらどうでしょうか。人間関係も良好になり、みんなが前向きに生活を送れるのではな

いでしょうか。しかし、その逆だったらどうでしょうか。先生はその逆の例を具体的な言葉で表現したくは

ありませんが、否定的な言葉で精神的な苦痛を与えたら、さらには、暴力等で身体的な苦痛を与えたら、ま

た、性的な嫌がらせをしたら…想像してみてください。どんな気持ちになり、そのようなことが続いたらど

うなってしまうでしょうか。物事に前向きに取り組むどころか、健全な学校生活すら送れなくなってしまい

ます。 

 皆さんには安全、安心に生活し、自分のやりたいことに何度でも挑戦する権利があるのです。その権利は

誰も奪うことができません。あってはいけないことなのです。万が一、その権利を奪われるようなことがあ

ったらいつでも相談してください。あなたの友だちで心配な子がいる場合も同じです。身近な大人に相談し

にくい場合には学校以外にも相談できる場所があります。その際には本日配布する用紙を活用してくださ

い。皆さんは守られるべき存在です。何かあったらいつでもＳＯＳを出していいのです。そして、私たち大

人は皆さんを守る義務があります。先生たち大人は皆さんの幸せを心から願っています。 

 きっと、私たちの言動は周りの人を幸せにするためにあるのだと思います。そして、周りの人を幸せにで

きたとき私たちはこの上もない幸せを感じるんだろうなと思います。「情けは人のためならず」きっと幸せ

が自分に戻ってきます。皆さん、来年１月８日（水）元気に登校してください。 

 



～２年生薬物乱用防止教室～ 

令和 6年 12月 13日（金）に赤羽警察署生活安全課少年係スクールサポーターにより 2学年を対象にした薬

物乱用防止教室を行いました。目的は、「薬物乱用防止について関心を高め、薬物による健康や自己形成に及

ぼす影響について理解できるようにする。自分の心や体を大切にし、自分の健康や行動に責任をもつことの大

切さを理解できるようにする。」です。 

２年生は、今回の講義を「他人事ではなく、自分事」として捉え、真剣にお話を聞いていました。自分自身

を大切にし、そして、仲間を大切にする。そんな稲中生であってほしいと心から願っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～スケアードストレイト教室～ 

令和６年 12月 20日（金）スケアーストレイト方式を用いた自転車安全教室を行いました。この自転車安全

教室ではプロのスタントマン（株式会社ワサール）が実際に起こりえる自転車の交通事故をスタント技術を駆

使して再現してくれました。生徒の皆さんは真剣に観て、聴いて、考えました。日頃、何気なく乗っている自

転車に潜む危険を目の当たりにすることで交通安全の意識を高めてくれたと思います。赤羽警察の方からも実

際の自転車事故の怖さについてご講話いただきました。 

 

 

 

 

 

株式会社ワサールの皆さん   赤羽警察署の方        スタントマン          スタントマン 

 

～部活動等の活躍～ 

 ◎第 77回東京都中学校支部対抗陸上競技選手権 10月 12日（土）・13日（日） 

  ・１・２年男子走り高跳び 第４位 １ｍ65 ・１年女子 100ｍ走 第５位 13.24 

  ・１年女子４×100ｍＲ 第 2位 54.37   ・２年女子４×100ｍＲ 第３位 52.48 

 ◎第 77回東京都中学校駅伝競争大会（男子）11月９日 第６位 58：49 

 ◎北区ジュニアバドミントン大会中学生女子一部 第３位 

 ◎北区ジュニアバドミントン大会中学生男子二部 第１位 

 ◎第 67回 東京都児童生徒発明くふう展入賞 

 ◎北区明るい選挙啓発ポスターコンクール 北区優秀賞３名、北区入賞３名 

＜＜講義内容＞＞ 

・薬物の種類と特徴 

・薬物使用に対する刑罰 

・薬物使用の防止 

・赤羽警察署管内での実情 

 


